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寺院や一般の施主の依頼で創作仏像を

第三種郵便物承認令和 4年 11月15日

不日同長石彫家愛知県岡崎市

五
劫
恩

神十佳
奈阿
川弥
県 m
i争京日
±来
宗座
↓像

主主
君ZE

• 

神
奈
川
県
藤
沢
市
の
静
土

宗
・
本
真
寺
(
斎
藤
良
典
住

職
)
境
内
に
令
和
四
年
三
月
、

長
岡
師
制
作
に
よ
る
「
一
主
離

島
僻
阿
弥
陀
如
来
座
像
」
が

納
像
さ
れ
た
。

斎
藤
住
職
は
自
身
の
お
眼

鏡
に
か
な
う
仏
師
を
見
つ
け

る
ま
で
に
十
年
か
か
っ
た
と

の
こ
と
で
、
そ
の
悲
願
が
つ

い
に
事
就
し
た
。
折
し
も
二

O
二
四
(
令
和
六
)
年
に
棒

土
宗
開
宗
人
百
五
十
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
慶
讃

記
念
事
業
と
し
て
建
立
さ
れ

た
も
の
。

斎
藤
住
職
に
長
岡
師
を
紹

介
し
た
の
は
、
兵
庫
県
神
戸

市
の
慶
先
寺
・
日
下
部
謙
旨

住
職
。
長
岡
師
が
以
前
、
同

じ
五
劫
思
惟
像
(
静
名
寺
型

・二
O
二
O
年
四
月
)
を
納

仏
し
た
浄
名
寺
(
愛
知
県
西

尾
市
)
副
住
職
の
松
原
紗
蓮

さ
ん
と
斎
藤
住
職
を
引
き
合

わ
せ
、
昨
年
七
月
、
三
人
で

長
岡
師
の
工
房
を
訪
ね
た
の

が
始
ま
り
だ
っ
た
。

斎
藤
住
職
に
よ
る
と
、
五

劫
思
惟
像
の
建
立
は
十
年
前

か
ら
考
え
て
い
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
に
寺
院
や
石
材
庖
、

石
材
産
地
な
ど
を
度
々
訪
ね
、

手
が
か
り
や
情
報
収
集
に
努

め
た
が
、
「
自
分
の
求
め
る

仏
師
」
に
出
会
え
な
か
っ
た

と
い
う
。

今
回
の
来
訪
も
そ
の
情
報

収
集
が
目
的
だ
っ
た
が
、
長

岡
師
か
ら
過
去
に
制
作
し
た

二
体
の
五
劫
思
惟
像
(
別
の

一
体
は
三
樹
院
型
・
二
O
一

八
年
八
月
制
作
)
に
つ
い
て
、

仏
師
と
し
て
の
信
条
や
こ
だ

わ
り
の
ほ
か
、
寺
院
や
寄
進

者
の
想
い
な
ど
を
聞
く
う
ち

に
大
き
な
声
で
「
決
め
ま
し

た
」
と
発
す
る
と
、
少
し
聞

を
置
い
て
か
ら
長
岡
師
に

「
お
願
い
し
ま
す
」
と
頭
を

下
げ
た
そ
う
で
、
長
岡
師
も

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
返
答
し
た
と
い
う
。

後
で
判
明
し
た
こ
と
だ
が
、

本
真
寺
を
創
建
し
た
の
は
(
創

建
時
の
名
称
は
慈
教
庵
)
、
日

本
の
マ
ザ
1
テ
レ
サ
と
も
称

さ
れ
た
堀
田
本
真
尼
(
愛
知

県
西
尾
市
吉
良
町
出
身
の
尼

僧
)
だ
っ
た
。
同
尼
が
地
元

吉
良
町
に
創
建
し
た
自
坊
・

徳
雲
寺
に
は
、
長
岡
師
が
以

前
に
制
作
し
た
童
合
掌
地
蔵

菩
薩
脆
座
像
(
高
さ
二
尺
)

が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ

し
く
仏
様
が
導
い
て
く
れ
た

ご
縁
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

見
積
も
り
後
、
斎
藤
住
職

か
ら
正
式
な
制
作
依
頼
が
あ

り
、
花
沢
石
(
採
掘
元
H
愛

知
県
豊
田
市
・
側
鈴
木
石
材
)

の
原
石
を
発
注
し
、
工
房
へ

届
け
て
も
ら
っ
た
。

昨
年
人
月
三
十
一
日
よ
り

制
作
し
始
め
、
十
二
月
一
日

記
司
馬
'
」
也
劫
思
惟
像
は
、

螺
婁
と
肉
暑
が
肥
大
化
し
た

大
き
な
頭
髪
が
特
徴
で
、
『
無

量
寿
経
』
に
「
阿
弥
陀
仏
が

法
蔵
菩
薩
の
時
、
す
べ
て
の

人
々
を
救
お
う
と
五
劫
と
い

う
長
い
時
間
、
ひ
た
す
ら
思

惟
を
こ
ら
し
、
四
十
八
願
を

た
て
、
修
行
を
重
ね
、
阿
弥

創
イ乍

陀
仏
と
な
ら
れ
た
」
と
あ
る
。

本
体
と
一
つ
石
の
上
蓮
華

は
三
段
重
ね
の
八
重
蓮
華
と

し
た
。
さ
ら
に
台
座
上
下
(
台

座
上
は
反
花
台
)
を
制
作
し
、

岡
崎
市
内
の
伺
三
矢
刻
字
庖

で
反
花
下
に
加
来
名
を
刻
ん

で
も
ら
う
。

現
地
へ
の
搬
入
作
業
は
今

年
二
月
二
十
一
日
で
、
開
眼

入
魂
式
は
春
盤
岸
の
中
日
(
=
一

月
二
十
一
日
)
に
行
な
わ
れ

た
。
檀
徒
ら
多
数
の
参
列
者

が
見
守
る
中
、
斎
藤
住
職
が

導
師
を
務
め
、
日
下
部
唯
摘

も
式
衆
の
一
人
と
し
て
出
仕

し
た
。
長
岡
師
に
は
、
静
土

宗
総
本
山
知
恩
院
の
大
僧
正

(
帯
土
門
主
)
・
伊
藤
唯
虞
名

の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

「
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来
と

童
六
地
蔵
書
薩
」
建
立

安
城
市
内
の
施
主
・
私
有
地
に

こ
の
ほ
ど
、
噺
日
山
中
嶋
崎
図

・
姿
の
創
作
「
五
劫
思
惟
阿

弥
陀
如
来
と
童
六
地
蔵
」
が
、

愛
知
県
安
城
市
内
の
施
主
の

私
有
地
に
建
立
さ
れ
た
。
施

主
で
あ
る
鐘
信
家
の
女
性
が
、

担
年
前
に
農
作
業
中
に
亡
く

な
っ
た
夫
の
菩
提
を
弔
う
た

め
に
、
長
岡
師
に
制
作
を
依

頼
し
た
も
の
。

「
阿
弥
陀
如
来
の
前
世
は

法
蔵
菩
薩
で
、

そ
の
菩
薩
時

代
、
衆
生
を
救

う
た
め
四
十
八

願
を
立
て
、
五

劫
の
間
た
だ
ひ

た
す
ら
思
惟
を

凝
ら
し
て
過
酷

な
修
行
に
励

み
、
満
願
成
就

の
末
、
阿
弥
陀

如
来
に
な
っ
た

と
さ
れ
る
(
髪

浄
土
宗
・
本
真
寺
に
納
像
さ
れ
た
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来
座
像

の
毛
が
ぐ
る
ぐ
る
に
巻
き
上

が
り
、
蝶
髪
が
肥
大
化
し
た

の
は
そ
の
た
め
)
」
と
長
岡
町

五
劫
の
「
劫
」
は
仏
教
に

お
け
る
時
間
の
最
長
単
位
。

四
十
里
四
方
の
岩
山
を
天
女

の
羽
衣
で
百
年
に
一
度
撫
で
、

岩
山
を
完
全
に
摩
擦
し
つ
く

す
の
に
要
す
時
聞
を
一
劫
と

し
、
そ
の
五
倍
が
五
劫
と
さ

れ
る
と
い
う
。

「
阿
弥
陀
如
来
は
西
方
極

楽
棒
土
に
住
み
、
自
分
の
名

前
(
南
無
阿
弥
陀
仏
)
を
唱
え

る
人
は
、
無
限
の
光
明
で
永

遠
に
救
っ
て
く
だ
さ
る
仏
様

で
す
。
そ
の
如
来
に
な
っ
た

ば
か
り
の
尊
い
お
姿
を
今
回

の
中
草
(
中
心
)
と
し
ま
し

た
」
と
長
岡
師
は
説
明
す
る
。

六
地
蔵
菩
薩
は
六
道
で
苦

し
む
衆
生
を
救
済
し
て
下
さ

る
仏
様
。
今
回
は
愛
ら
し
い

童
地
蔵
と
し
、
中
尊
を
挟
ん

で
左
右
両
脇
に
三
体
ず
つ
表

し
た
。
特
筆
す
べ
き
点
は
、

そ
の
六
地
蔵
す
べ
て
の
左
手

に
、
ど
ん
な
願
い
も
叶
え
、

災
い
を
取
り
除
い
て
く
れ
る

「
宝
珠
」
を
持
た
せ
た
こ
と
。

こ
れ
は
礼
拝
者
へ
の
救
い
と

し
て
表
し
た
と
い
う
。

な
お
、
完
成
に
近
づ
い
て薩草

国蔵地童シ』来
，調
M
F陀弥阿惟思劫五たれ

占

C立建地有私主施の内市域安

い
た
頃
、
施
主
か
ら
、
建
立

地
の
の
ど
か
な
雰
囲
気
に
合

わ
せ
て
「
い
つ
も
花
が
あ
る

よ
う
に
蓮
の
華
と
小
鳥
を

彫
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」
と

の
要
望
が
あ
り
、
前
向
き
に

検
討
し
た
結
果
、
童
姿
の
雲

中
菩
薩
に
茎
付
き
の
蓮
の
華

を
両
手
で
持
た
せ
る
こ
と
に

し
た
。ま

た
、
建
立
地
の
近
く
に

小
学
校
が
あ
り
、
通
学
路
や

散
歩
道
に
も
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
小
鳥
で
は
な
く
「
森

の
物
知
り
博
士
」
「
森
の
哲

学
者
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
幸
運
の
鳥
「
フ
ク
ロ
ウ
」

を
表
す
こ
と
に
し
た
。

「
雲
中
菩
薩
に
如
来
や
地

蔵
菩
薩
を
助
け
る
脇
侍
的
な

役
割
を
持
た
せ
ま
し
た
。
ま

た
半
身
の
フ
ク
ロ
ウ
は
上
方

水
瓶
か
ら
水
を
注
ぐ

十
一
面
観
世
音
書
薩
立
像

神
奈
川
県
三
樹
院
の
も
翠
固
に
建
立

神
奈
川
県
=
一
浦
市
の
静
土

一
あ
る
十
二
回
塑
目
を
建
立
し
、

宗
三
樹
院
(
第
十
九
世
・
今

一
そ
の
手
先
か
ら
水
を
落
と
す

井
正
純
住
職
)
か
ら
の
依
頼

一
よ
う
に
し
た
か
っ
た
」
と
今

で
、
同
寺
院
内
の
手
う
用

一
井
住
職
は
話
す
。

に
制
作
し
た
「
十
一
面
観
世

一

そ
の
後
、
長
岡
師
と
の
話

音
菩
薩
立
像
」
が
建
立
さ
れ

一
し
合
い
で
「
十
一
面
観
音
に

た。

一
不
可
欠
な
水
瓶
を
通
し
て
井

同
寺
に
あ
る
安
山
岩
製
の

一
戸
水
を
流
す
」
と
い
う
構
造

手
水
鉢
は
、
江
戸
中
期
の
一

一
で
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
一
六
(
正
徳
六
/
享
保
元
)
一

「
水
瓶
に
入
っ
て
い
る
の
は

年
、
信
徒
ら
に
よ
っ
て
寄
進

一
功
徳
水
で
、
こ
の
水
を
注
が

さ
れ
た
も
の
で
、
同
地
区
で

は
最
古
の
手
水
鉢
と
い
、
ヮ
。

清
水
を
手
水
鉢
に
引
き
、
そ

の
霊
水
で
手
を
清
め
て
か
ら

参
拝
す
る
の
が
習
わ
し
と
さ

れ
、
従
来
の
手
水
鉢
は
龍
の

口
か
ら
水
を
落
と
す
仕
組
み

だ
っ
た
が
、
劣
化
し
た
た
め

に
修
繕
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

「
交
換
す
る
こ
と
も
考
え

ま
し
た
が
、
当
山
の
本
尊
で

の
雲
中
か
ら
飛
ぶ
よ
う
な
姿

で
表
し
、
あ
ま
り
目
立
た
ず
、

そ
れ
で
い
て
存
在
感
を
放
つ

よ
う
に
表
現
し
ま
し
た
」
と
。

原
石
は
愛
知
県
産
の
托
沢

石
(
豊
田
市
の
側
鈴
木
石
材

が
採
掘
)
を
使
用
。

な
お
、
同
彫
刻
の
背
面
に

は
施
主
が
建
立
の
経
緯
な
ど

を
ま
と
め
た
「
建
立
の
銘
」

(
八
百
字
以
上
/
愛
知
県
岡

崎
市
上
佐
々
木
町
の
帰
三
矢

刻
字
庖
で
彫
刻
)
が
あ
し
ら

わ
れ
て
お
り
、
題
名
や
お
題

目
な
ど
を
刻
ん
だ
基
礎
台
座

(
ゲ
タ
足
型
)
を
二
つ
制
作

し
て
、
完
成
と
な
っ
た
。

開
眼
法
要
は
去
る
六
月
十

日
、
施
主
の
親
族
ら
多
数
が

見
守
る
中
、
安
城
市
の
大
乗

寺
・
山
口
常
賢
住
職
が
導
師

を
務
め
、
厳
修
さ
れ
た
。

れ
た
人
は
煩
悩
が
消
え
去
る

と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
長
岡

師
。
水
瓶
の
中
心
部
に
ド
リ

ル
で
長
さ
初
旬
ほ
ど
の
穴
を

開
け
て
、
そ
こ
に
ス
テ
ン
レ

ス
製
の
パ
イ
プ
を
挿
入
し
て

ホ
l
ス
に
繋
ぐ
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
今
井
住
職
か
ら
像

容
に
関
す
る
リ
ク
エ
ス
ト
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
九
O

(
平
成
二
)
年
、
長
岡
師
が

延
暦
寺
の
一
山
、
龍
珠
院
に

建
立
し
た
十
面
璽
儀
で
、

長
岡
師
の
自
著
『
長
岡
和
慶

の
世
界
』
(
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

発
行
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

揮
身
作
の
一
つ
だ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
そ
れ
を
参
考
に
し

な
が
ら
水
瓶
で
水
を
注
ぐ
十

一
面
観
音
の
デ
ッ
サ
ン
画
を

描
き
、
今
井
住
職
の
承
諾
を

得
て
か
ら
、
花
沢
石
(
採
掘

元
H
愛
知
県
豊
田
市
・
側
鈴

木
石
材
)
の
原
石
を
発
注
し
、

届
け
て
も
ら
っ
た
。

像
容
は
、
左
手
に
水
瓶
を

持
ち
、
右
手
に
は
煩
悩
を
断

ち
切
る
数
珠
を
掛
け
る
。
両

肩
か
ら
降
り
る
天
衣
を
少
し

引
き
上
げ
、
裾
回
り
は
上
蓮

華
に
な
び
く
よ
う
に
垂
ら
し
、

軽
さ
を
表
現
ι

シ
ョ
ー
ル
の

よ

う

象

F-左
肩
か
A

弘
樹
き

が
け
で
ま
と
い
、
手
首
に

鶴
、
上
腕
に
罪
、
背
面

と
胸
周
り
を
飾
り
立
て
る

理
洛
を
身
に
着
け
、
腰
に
ス

カ
ー
ト
の
よ
う
な
概
を
巻
き

告別乍
納像

慶師

つ
け
る
。

髪
形
は
、
長
い
髪
を
結
い

上
げ
た
蛍
雪
嚢
で
妻
、

他
の
十
面
も
含
め
、
可
能
な

限
り
、
髪
の
毛
の
一
本
一
本

に
筋
を
入
れ
て
仕
上
げ
た
。

通
常
の
倍
以
上
の
時
聞
が
か

か
る
た
め
、
納
像
の
期
限
を

当
初
の
予
定
よ
り
一
ヵ
月
以

上
延
ば
し
て
も
ら
っ
た
そ
う

だ
が
、
そ
の
後
は
順
調
に
進

み
、
無
事
完
成
と
な
っ
た
。

今
年
六
月
十
七
日
、
愛
知

県
・
岡
崎
石
工
団
地
(
岡
崎

市
)
の
深
見
石
材
庖
(
唐
王

・
深
見
光
男
氏
)
の
ト
ラ
ッ

ク
に
同
乗
し
て
納
仏
。
そ
の

後
の
据
え
付
け
隼
黍
ど
は

神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
帰
鈴

木
石
材
庖
(
鈴
木
俊
充
社
長
)

が
行
な
っ
た
。

開
眼
法
要
は
七
月
十
日
。

当
日
は
同
寺
の
ご
本
尊
・
十

一
面
観
音
の
四
高
六
千
日
の

縁
日
で
も
あ
り
、
関
係
者
ら

多
数
が
見
守
る
中
、
今
井
住

職
を
導
師
と
し
て
、
四
高
六

千
日
祈
願
法
要
と
あ
わ
せ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早

期
終
息
を
願
っ
て
疫
病
退
散

祈
願
も
行
な
わ
れ
た
。
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⑥ 5 字三樹院の手水舎に建立された+一面観世音菩薩立像


